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○緩速ろ過法とは 

緩速ろ過法は、砂層に 1 日 4～5m の速度で原水を通し、浄水する方法で、原則として

薬品は使用せず、自然の浄化能力を利用するものです。 

処理量ベースで全国の約 4％（簡易水道含まない）が緩速ろ過法により処理されており 

緩速ろ過法の浄化作用としては、主に以下の作用が挙げられます。 

 

・付着、ふるい分け作用 

 砂層表面で水中の濁質を捕捉します。 

 

・生物浄化法（生物分解） 

 砂層に繁殖した微生物群によって、水中の溶解性物質（有機物、鉄、マンガン、臭気）

を酸化分解します。 

 

○緩速ろ過法の長所・短所 

 ＜長所＞ 

 ・原水に含まれる濁質の濃度が低いことが条件であるが、良質なろ過水が得られる。 

 ・浄化能力が安定しており、運転管理に特別な技術、装置、薬品を必要としない。 

・ろ過水中の有機物濃度を低減化でき、配水系統内の細菌の再増殖を抑制、またカビ臭

など異臭味物質も除去することができます。 

・建設コストは、構造が複雑でない為機械化設備は最小限にでき、ろ過材にも大きな自

由度が許されている。 

・維持管理コストは、ほとんどがろ過膜の清掃に係るもので、また他のろ過法より塩素

注入率が低くなるのが一般的でその他付帯設備も必要なく燃料や電気のコストも少

ない。さらに、運転管理者は、他のろ過法に比べ訓練も技術も少なくても管理するこ

とが可能です。 

  

＜短所＞ 

 ・酸素が必要な生物の働き（生物浄化法）によるものであるため、溶存酸素の低い水に

は適しません。 

 ・濁度、色度、濁質に弱い。多量であると処理しきれません。 

（原水水質の変動が激しい水源には不向きです。） 

 ・多量の鉄、マンガン、臭気の除去は困難です。 

  （別途前処理施設の設置が必要となります。） 

・ろ過速度が遅いため、広大な敷地面積が必要です。         

・砂層表面でのろ過作用が中心となるため、時間の経過とともに目詰まりが発生し徐々

にろ過能力が低下するため、定期的な砂掻きや補砂に多大な労力を要します。 
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＜花野浄水場 浄水フロー＞ 
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○急速ろ過法とは 

急速ろ過法は、原水中の濁質を薬品によって凝集させた後、砂層に 1 日 120～150m の

速度で原水を通し、浄水する方法です。 

処理量ベースで全国の約 80％（簡易水道含まない）が急速ろ過法により浄水されてい

ます。 

急速ろ過法の浄化作用としては、主に以下の作用が挙げられます。 

 

・付着、ふるい分け作用 

 ろ材への付着と砂層でのふるい分けで水中の濁質を捕捉します。 

 

なお、本市では急速ろ過の前段で粗ろ過機（前処理除鉄マンガン機）を設置し、粗ろ過

機で凝集・ろ過を行い、急速ろ過機へ送っています。粗ろ過することで急速ろ過機の負

担を軽減させることができます。 

 

○急速ろ過法の長所・短所 

 ＜長所＞ 

・凝集作用を前提とするが、原水に含まれる濁質の濃度が高い条件でも、良質なろ過水

が得られます。 

・ろ過速度が速いため、比較的狭い敷地面積で多量な水を処理する事ができます。 

・砂層表面でのろ過作用が中心となるため時間の経過とともに目詰まりが発生し、徐々

にろ過能力が低下するため、定期的な砂層洗浄が必要ですが、自動制御で対応が可能

であるため比較的少ない労力ですみます。 

・緩速ろ過に比較すると敷地面積が少なくてすみます。 

 

 ＜短所＞ 

 ・基本的に溶解性の鉄、マンガン、有機物、臭気の除去は困難である為、急速ろ過前に

塩素を注入（前塩素処理）を行う事が必要です。塩素注入で鉄・マンガンが酸化され

不溶解性となりろ過する事が可能になります。 

 ・水溶性有機物、藻類、臭気などの除去は困難で、別途処理する事が必要になります。 

・緩速ろ過に比較すると装置が複雑で施設コストは高くなります。 

・緩速ろ過に比較すると薬品の種類、使用量が増加します。 
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＜粉河浄水場 浄水フロー①＞ 
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＜粉河浄水場 浄水フロー②＞ 

 

○塩素滅菌法とは 

ろ過処理等を行わず、原水に塩素を注入するのみで浄水する方法である。 

処理量ベースで全国の 15％（簡易水道含まない）が塩素消毒法により浄水されている。 

 

○塩素滅菌法の長所・短所 

 ＜長所＞ 

 ・運転管理に特別な技術、装置、薬品を必要としない。 

 

 ＜短所＞ 

 ・原水そのもので水質基準を満たすものでしか採用できない。 

  （他の施設では、上水道桃山地区、麻生津簡易水道となっております。） 
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＜荒見浄水場 浄水フロー＞ 
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○膜ろ過法とは 

膜ろ過法は、膜をろ材として原水を通し、浄水する方法です。 

膜ろ過法は新しい技術であり、処理量ベースで全国の約 2％（簡易水道含まない）が膜

ろ過法により浄水されている。 

膜ろ過法の浄化作用としては、主に以下の作用が挙げられる。 

 

・ふるい分け作用 

 膜でのふるい分けで水中の濁質を捕捉します。 

 

○膜ろ過法の長所・短所 

 ＜長所＞ 

 ・原水に含まれる濁質の濃度が高い条件でも、良質なろ過水が得られます。 

 ・凝集剤が不要又は使用量が少なくてすみます。 

 ・他の処理法に比較し、施設規模が小さいため、敷地面積を小さくできます。 

 ・自動運転が容易であり、他の処理方法に比較し日常的な運転及び維持管理における省

力化が図れます。 

 

 ＜短所＞ 

 ・基本的に溶解性の鉄、マンガン、有機物、臭気の除去は困難です。 

  ※本市では臭気対策として膜処理の前に粉末活性炭処理を採用しており、臭気や有機

物に対応が可能である。 

 ・他の処理法に比較すると装置、薬品を多く使う。定期的な膜の薬品洗浄や膜の交換が

必要となります。 

  ※本市ではセラミック膜を採用しており、他の限外ろ過膜、ナノろ過膜に比べ高強度、

高耐食性に優れ長寿命です。 

ろ過性能を維持する為、年一度の薬品洗浄が必要不可欠になります。 

・緩速ろ過法や急速ろ過法と比較すると装置が複雑で施設コストは高くなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



10 

 

＜穴伏浄水場 浄水フロー①＞ 
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＜穴伏浄水場 浄水フロー②＞ 

 

 

 

 

 






















